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永瀬ダム・吉野ダム・杉田ダム

◆サイレンについて

　物部川にある永瀬ダム・吉野ダム・杉田ダムでは、ダムと下流の

警報局（下表）より、音声放送で注意を呼びかけた後、放流開始の

約１５分前に次のとおりサイレンを鳴らします。

◆警報車による広報について

　永瀬ダムでは、放流開始約３０分前に永瀬ダムを出発し、永瀬発電所地点までの区域で放流をお知らせし

ます。また、放流量を毎秒３０ｍ以上に増加させる約１時間前に永瀬ダムを出発し、杉田ダムまでの区域で

お知らせします。

　杉田ダムでは、放流開始約１時間前に杉田ダムを出発し、

物部川沿いを河口まで往復してお知らせします。
　　

穴内川・繁藤・休場ダム

◆サイレンについて

　穴内川・繁藤・休場ダムでは、ダムと下流の警報局（下表）より、サイレンを鳴らします。

　なお、ダム地点より下流の警報局のサイレン（下表）は、当該地点における河川水位の上昇

の開始が予想される約３０分前に鳴らします。

◆警報車による広報について

　放流開始約１５分前に行います。穴内川・繁藤ダムは、穴内川沿いに吉野川との合流（大豊町穴内）までの

区間、休場ダムは国分川沿いに新改水位観測所（土佐山田町新改）までの区間で放流をお知らせします。

　物部川で洪水被害の発生が予想される場合や、洪

水被害が発生した場合には、神母ノ木・八王子・

戸板島の各警報局より避難情報を放送します。

くださいください！ダムの放流にご注意ください！放流放流放流
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[サイレンの鳴り方]　　１分鳴らす　→　１０秒休止　→　１分鳴らす

[サイレンの鳴り方]　 １分鳴らす　→　１５秒休止　→　１分鳴らす

表）ダムと下流の警報局

穴内川ダム下流警報局

穴内川ダム

繁藤ダム

休場ダム下流警報局

休場ダム
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警報車による放送内容

「○○ダムよりお知らせします。間もなく

放流を始めます。危険ですので川から出て

ください」内容は、ダムによって少し違い

ますがほとんど同じ内容です。　　

ダムダムダムダムダム

物部川ダム下流警報局

永瀬ダム

吉野ダム

杉田ダム

物部川物部川洪水被害発生時発生時にはには

　　　　　　　　　　　　　　　　が放送放送されますされます

物部川　　　　発生時には

　　　　避難情報が放送されます

《 永 瀬 ダ ム に つ い て 》

《 吉 野 ・ 杉 田 ダ ム に つ い て 》

《穴内川・繁藤・休場ダムについて》

高知県中央東土木事務所永瀬ダム管理事務所　☎５８－２０４６

高知県公営企業局発電管理事務所　　　　　　☎５２－２８５７

四国電力㈱高知支店　繁藤ダム管理所　  　　 ☎５７－９０３６
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永瀬ダム永瀬ダム永瀬ダム

雨がたくさん降ったり、台風などで川の水量が増加した

ときや、まだ雨が降っていなくても、今後大雨が降ること

が予測されるとき、ダムから放流する場合があります。放

流するときは警報局でサイレンを鳴らし、警報車を出して

ダム下流域の皆さんに注意を呼びかけます。ダム放流中は

危険ですので、川に立ち入らないようお願いします。

問い合わせ先

２１ Kami

　令和３年４月２９日に発令された
　春の叙勲の市内受章者を紹介します。

令和３年 春の叙勲　

　松本さんは、昭和３５年８月香北町消防団永野分団団員に

なって以来、４０年の間、消防団に在団されました。分団長

を経て、消防団の副団長も務められ、団長を補佐し、消防団

組織の充実強化、団員確保に努められました。

「消防団人生の中でも、鮮明に記憶に残っているのは、物部

の山火事やね」平成５年４月に起こった物部村別役の崎岩山

付近の火災。当時、松本さんは団員たちとともに、消火活動

を行うヘリへの消火剤の積み込み・かくはんに取り組まれて

いました。他にも、団員のときには、香北町内の民家の火災

にはほとんど出務されていました。

　松本さんの趣味は登山で、香美地区猟友会の理事もお務め

になっており、「最近の楽しみは、仲間と山を登ること」と

笑顔で話されていました。

瑞宝単光章

 まつもと  あきら

松本 章さん（８３歳）

香北町根須

えぐち  よしこ

江口 善子さん（７０歳）

香北町永野

春の叙勲

江口さんは、香美市出身で、平成７年の当選以来、高知市

議会議員を通年２０年務め、その間、厚生常任委員会委員長、

集中豪雨災害対策特別委員会副会長などの要職を歴任し、高

知市の発展・住民福祉の向上に絶えず心血を注ぎ、地方自治

の発展に貢献されました。

　また、平成２５年の全国健康福祉祭『ねんりんピックよこ

さい高知２０１３』の開催にあたっては、高知市における実施

本部体制の強化やボランティアセンターの運営に取り組み、

大会の成功に貢献されました。

　現在は、香北町永野にお住まいで、地域の方々を中心とし

て、月１回開催されている空き家を借りての朝食会のお手伝

いをされています。

　香美市は、空き家が多くなっているが、自然が多く、魅力

的なまちなので、移住促進に力を入れていけば、より発展し

ていくのではと話されていました。

（地方自治功労）

（消防功労）

旭日双光章
春の叙勲

２１ Kami


